与謝蕪村について

与謝蕪村は松尾芭蕉、小林一茶と並び称される江戸俳諧の巨匠の一人であり、江戸俳諧中興の祖といわれる。また、俳画の創始者でもある。写実的で絵画的な発句を得意とした。独創性を失った当時の俳諧を憂い『蕉風回帰』を唱え、絵画用語である『離俗論』を句に適用した天明調の俳諧を確立させた中心的な人物である。摂津国東成郡毛馬村（ひがしなりごおり けまむら）（大阪市

 HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%83%BD%E5%B3%B6%E5%8C%BA" \o "都島区" 都島区毛馬町）に生まれた。20歳の頃江戸に下り早野巴人（はやの はじん〔夜半亭宋阿（やはんてい そうあ）〕）に師事し俳諧を学ぶ。日本橋石町「時の鐘」辺の師の寓居に住まいした。このときは宰鳥と号していた。寛保2年（1742年）27歳の時、師が没したあと下総国結城（茨城県

 HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B5%90%E5%9F%8E%E5%B8%82" \o "結城市" 結城市）の砂岡雁宕（いさおか がんとう）のもとに寄寓し、松尾芭蕉に憧れてその足跡を辿り東北地方を周遊した。その際の手記を寛保4年（1744年）に雁宕の娘婿で下野国宇都宮（栃木県

 HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%87%E9%83%BD%E5%AE%AE%E5%B8%82" \o "宇都宮市" 宇都宮市）の佐藤露鳩（さとう ろきゅう）宅に居寓した際に編集した『歳旦帳（宇都宮歳旦帳）』で初めて蕪村を号した。その後丹後、讃岐などを歴遊し42歳の頃京都に居を構えた。この頃与謝を名乗るようになる。母親が丹後与謝の出身だから名乗ったという説もあるが定かではない。45歳頃に結婚し一人娘くのを儲けた。島原（嶋原）角屋で句を教えるなど、以後、京都で生涯を過ごした。明和7年（1770年）には夜半亭二世に推戴されている。京都市

 HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%8B%E4%BA%AC%E5%8C%BA" \o "下京区" 下京区仏光寺通烏丸西入ルの居宅で、天明3年12月25日（1784年1月17日）未明68歳の生涯を閉じた。死因は従来、重症下痢症と診られていたが、最近の調査で心筋梗塞であったとされている[1]。辞世の句は「しら梅に明（あく）る夜ばかりとなりにけり」。墓所は京都市左京区一乗寺の金福寺（こんぷくじ）。
俳句鑑賞：

春雨や暮れなむとしてけふもあり[image: image1.jpg]



　春雨が降り続いている。夕暮れが迫ってきたが、暮れそうで暮れない一日だよ。〔季語〕春雨
春風や堤（つつみ）長うして家遠し
　春風がそよそよと吹くなか、堤の上の道を歩き通している。懐かしい故郷ははるか彼方に霞んでいる。〔季語〕春風
遅き日のつもりて遠きむかしかな
　遅々とした春の日が続いている。こうした日々を幾年も重ねるうち、昔もはるか遠くなってしまったことだ。〔季語〕遅き日
やぶ入りの夢や小豆（あづき）の煮えるうち
　やぶ入りで久しぶりに我が家に帰ってきた子どもが、小豆を煮てやっている僅かの間にも横になって眠ってしまった。疲れているのだろうが、きっと楽しい夢を見ているんだろう。〔季語〕やぶ入り
燭（しょく）の火を燭にうつすや春の夕（ゆふ）
　春の日の夕暮れ。燭台から燭台へと灯りをうつしていく。明るくなった室内もまた春らしくのどかであることだ。〔季語〕春の夕
公達（きんだち）に狐（きつね）化けたり宵（よひ）の春
　なまめかしい春の宵。一人歩いていくと、ふと貴人らしい人に出会った。あれはキツネが化けたに違いない。〔季語〕宵の春
春雨や小磯（こいそ）の小貝（こがひ）ぬるるほど
　小磯の砂の上に美しく小さな貝が散らばっている。春雨が降ってはいるが、その貝をわずかに濡らすほどだ。〔季語〕春雨
春の海ひねもすのたりのたりかな
　のどかな春の海。一日中、のたりのたりと波打っているばかりだよ。〔季語〕春の海
春雨にぬれつつ屋根の手毬（てまり）かな
　女の子たちの遊んでいる声が聞こえなくなったと思ったら、いつの間にか春雨がしとしとと降っている。屋根の上には、引っかかった手まりが濡れている。〔季語〕春雨
春の夕（ゆふべ）絶えなむとする香（かう）をつぐ
　夕闇が迫ってきた。清涼殿では、女房たちが、絶えようとする香をついでいる。何とも優艶な風情であるよ。〔季語〕春の夕
滝口に灯（ひ）を呼ぶ声や春の雨
　春雨が降りしきり、辺りがひっそりと暗くなってきた。そんな中、滝口には、禁中警護の武士たちが灯を求める声が響いている｡〔季語〕春の雨
片町にさらさ染（そ）むるや春の風
　道の片側だけ家並みの続く町はずれ。反対側の空き地には、色も鮮やかに染め上げられた更紗が干してある。折りしも吹き過ぎる春風の心地よさよ。〔季語〕春の風
高麗舟（こまぶね）のよらで過ぎゆく霞（かすみ）かな
　高麗船が沖合いを静かに通り過ぎていく。こちらの港にも寄らないで、そのまま霞の中に消え入ってしまった。〔季語〕霞
さしぬきを足でぬぐ夜（よ）や朧月（おぼろづき）
　男がほろ酔い加減で帰宅するなり、部屋の中にごろりと横になる。そのまま足を動かしながら指貫を脱いでいる。外は朧月夜。静かで艶な春の夜の情景である。〔季語〕朧月
菜の花や月は東に日は西に
　夕方近い、一面の菜の花畑。月が東の空に登り、振り返ると日は西の空に沈もうとしているよ。〔季語〕菜の花
釣鐘（つりがね）にとまりてねむる胡蝶（こてふ）かな
　物々しく大きな釣鐘に、小さな蝶々がとまって眠っている。何とも可憐な姿だよ。〔季語〕胡蝶
畑（はた）うつやうごかぬ雲もなくなりぬ
　畑を打ち続け、ふと手を止めて空を眺めると、さっきまで動かずにいた雲がどこかへ消えてしまっていた。〔季語〕畑うつ
白梅（しらうめ）に明くる夜（よ）ばかりとなりにけり
　これからは世俗を離れ、白梅に明ける夜ばかりを迎える身になるのだ。（蕪村の辞世句の一つ）〔季語〕梅
ゆく春やおもたき琵琶（びは）の抱きごころ
　春が行き過ぎようとするある日、久しぶりに琵琶を奏でようと抱きかかえると、とても重く感じた。これも晩春の物憂さのゆえだろうか。〔季語〕ゆく春
ゆく春や逡巡（しゆんじゆん）として遅ざくら
　散らずにいつまでもぐずぐずと咲き続けている遅ざくら。過ぎ行く春を惜しんでいるからなのだろうか。〔季語〕ゆく春・遅ざくら
ゆく春や撰者（せんじや）をうらむ歌の主
　春は過ぎ去ろうとしているのに、自分の歌が選にもれた歌詠みが、いつまでも愚痴をこぼしていることよ。〔季語〕ゆく春
研究課題：与謝蕪村の新花摘について考察しなさい。
